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ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ｍ
ａ
ｙ

～
気
軽
に
フ
ル
ー
ト
の
音
色
を
～

入
場
料
１
０
０
円
で
楽
し
め
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
「
み
ら
い
」
で

初
め
て
企
画
し
ま
し
た
。
気
軽
に
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

１
月
5
日
（
日
）
開
演
午
後

3
時
（
開
場
午
後
2
時
30
分
）

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

１
０
０
円
を
当
日
会
場
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。（
前
売
り
券

な
し
・
全
席
自
由
）

●
出
演　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ｍ
ａ
ｙ

細
野
貴
美　

フ
ル
ー
ト
（
松
本
市

在
住
・
武
蔵
野
音
楽
大
学
卒
業
）

中
村
久
見
子　

フ
ル
ー
ト
（
松
本

市
在
住
・
愛
知
県
立
芸
術
大
学
音

楽
学
部
卒
業
）

井
垣
理
沙　

ピ
ア
ノ
（
松
本
市
在

住
・
東
京
音
楽
大
学
院
修
了
）

●
演
奏
曲
目

・
花
の
ワ
ル
ツ
／
Ｅ
．
ケ
ー
ラ
ー

・
二
匹
の
蝶
々
／
Ｅ
．
ク
ロ
ン
ケ

・
パ
ン
の
笛
／
Ｊ
・
ム
ー
ケ

・
星
の
セ
レ
ナ
ー
ド
／
Ｃ
．
シ
ャ
ミ
ナ

ー
ド

・
幻
想
即
興
曲
／
Ｆ
．
シ
ョ
パ
ン

・
精
霊
の
踊
り
／
Ｃ
．
Ｗ
．
グ
ル
ッ
ク

・「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ル
」
の
主
題
に

よ
る
華
麗
な
二
重
奏
／
Ｊ
．
ド
ゥ
メ

ル
ス
マ
ン

小
学
校
高
学
年
を
対
象
と
し
た
ス
キ

ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
初
心
者
か
ら

中
級
者
ま
で
、
経
験
豊
富
な
講
師
が
楽

し
く
安
全
に
滑
走
で
き
る
よ
う
指
導
し

ま
す
。

●
日
時　

１
月
25
日
（
土
）

午
前
6
時
45
分
集
合
（
穂
高
会
館
）

午
後
4
時
30
分
解
散

●
場
所　

白
馬
さ
の
さ
か
ス
キ
ー
場

●
対
象
者　

市
内
小
学
4
年
生
～
6
年

生
（
初
心
者
～
中
級
者
）

●
定
員　

30
人
（
抽
選
）

●
参
加
費　

１
８
０
０
円（
リ
フ
ト
代
、

昼
食
代
）
ス
キ
ー
レ
ン
タ
ル
希
望
者

は
、別
に
１
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

●
講
師　

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
ほ
か

●
申
し
込
み　

１
月
7
日
（
火
）
か
ら

10
日
（
金
）
の
午
前
9
時
か
ら
午
後

5
時
の
間
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
兄
弟
や
友
人
と
参
加
を

希
望
す
る
場
合
は
、
申
し
込
み
の
際

に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

フ
ラ
ダ
ン
ス
で
楽
し
く
汗
を
か
き
ま

せ
ん
か
？
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
め
ま
す
の
で

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

１
月
21
日（
火
）、28
日（
火
）、

2
月
4
日
（
火
）、
18
日
（
火
）、
25

日
（
火
）

各
回
と
も
午
後
7
時
30
分
～
9
時

●
場
所　

三
郷
公
民
館　

講
義
室

●
講
師　

森
島
も
も
子
さ
ん

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

１
０
０
０
円
（
5
回
分
）

●
持
ち
物　

飲
物
、
タ
オ
ル

●
服
装　

運
動
の
で
き
る
服
装

●
申
し
込
み　

１
月
7
日
（
火
）
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。
午
前
9
時
か
ら
午

後
5
時
の
間
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

社会教育施設の使用料減免団体登録を申請する皆さんへ
教育委員会社会教育課　462・4565 662・3525 

　公民館や社会体育施設、学校開放施設の使用料は、原則、有料です。ただし、公共性・
公益性の高い事業の使用と認められた場合などは、申請に基づきその使用料が減額また
は免除されます。このような事業を行い、継続的、定期的に活動している団体は次のと
おり平成 26 年度分の減免団体登録を申請してください。
登録は年度ごとに必要です。
●申請期限　１月 31 日（金）まで　※審査結果は、申請者へ郵送により通知します。
●減免の基準　市ホームページおよび各地域公民館で確認してください。
●申請方法　各地域公民館の窓口にある所定の様式に必要事項を記入の上、期限までに

社会教育課または公民館に提出してください。

パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
が
よ
く
分
か
ら

な
い
と
い
う
人
は
、
こ
の
機
会
に
操
作

の
基
本
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
せ
ん
か
。
今

回
は
、
簡
単
な
文
書
作
成
で
す
。

●
日
時　

１
月
28
日（
火
）～
31
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

●
場
所　

三
郷
公
民
館　

第
一
会
議
室

●
講
師　

田
中
さ
お
り
さ
ん
（
コ
ラ
ー

ジ
ュ
代
表
）

●
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

●
対
象　

＊
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
以
降

の
パ
ソ
コ
ン
で
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
ワ

ー
ド
が
入
っ
て
い
る
も
の
を
持
参
で

き
、
4
日
間
と
も
出
席
で
き
る
人

●
受
講
料　

８
０
０
円
（
4
回
分
）
と

別
途
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円

●
持
ち
物　

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
、
筆

記
用
具

●
申
し
込
み　

１
月
9
日（
木
）の
午
前

9
時
か
ら
午
後
5
時
の
間
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
日

程
等
は
、
受
講
者
に
後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と

は
、
例
え
ば
、
つ
ま
ず
い
て
転
び
そ
う

に
な
っ
た
と
き
に
、
と
っ
さ
に
周
囲
の

状
況
を
判
断
し
、
態
勢
を
た
て
直
す
な

ど
環
境
に
対
応
す
る
能
力
の
こ
と
で

す
。
こ
の
機
会
に
運
動
神
経
ア
ッ
プ
に

も
つ
な
が
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
試
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

午
前
の
部
（
シ
ニ
ア
）

●
日
時　

１
月
19
日
（
日
）

午
前
9
時
30
分
～
正
午

●
対
象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人
、

普
段
運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る
人
、

高
齢
者
を
対
象
に
指
導
を
行
っ
て
い

る
人
、
興
味
が
あ
る
人
な
ど

●
内
容　

タ
オ
ル
等
を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
（
激
し
い
動
き
は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

午
後
の
部
（
親
子
）

●
時
間　

午
後
１
時
～
4
時

●
対
象　

保
育
園
の
年
中
か
ら
小
学
生

の
子
ど
も
と
、
そ
の
保
護
者
（
兄
弟

姉
妹
が
い
る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け

親
子
ペ
ア
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。）

●
内
容　

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
講
義
と

親
子
一
緒
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

●
定
員　

20
組
（
先
着
順
）

【
午
前
・
午
後
共
通
事
項
】

●
場
所　

明
科
公
民
館　

講
堂

●
服
装　

運
動
で
き
る
服
装
、
運
動
用

上
履
き

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
筆
記
用
具
、

フ
ェ
ー
ス
タ
オ
ル
（
丸
め
て
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
使
い
ま
す
）

●
講
師　

日
本
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
協
会
公
認
講
師

●
参
加
費　

１
人
１
０
０
円

●
申
し
込
み　

１
月
10
日
（
金
）
ま
で

に
、電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
は
、
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
ま
で
）

新
春
ク
ラ
シ
ッ
ク

１
０
０
円
コ
ン
サ
ー
ト

文
化
課　

文
化
振
興
係

81
・
３
１
１
１ 

82
・
０
９
６
６

三
郷
公
民
館

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座
③

社
会
教
育
課　

三
郷
生
涯
学
習
係

77
・
２
１
０
９ 

76
・
３
０
７
７

第
２
回
コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
体
験
会
参
加
者
の
募
集

社
会
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

穂
高
公
民
館

小
学
生
ス
キ
ー
教
室
の
参
加
者
募
集

社
会
教
育
課　

穂
高
生
涯
学
習
係

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

三
郷
公
民
館

ハ
ワ
イ
ア
ン
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
座

社
会
教
育
課　

三
郷
生
涯
学
習
係

77
・
２
１
０
９ 

76
・
３
０
７
７

アンサンブルＭ ay

ためして安曇野検定 クイズ

Ｑ Ｕ Ｉ Ｚ Ｎｏ 4

問題１　有明山神社の神楽殿にある天井
絵は、81 枚の板絵が組まれたもので、
その中央を飾る板絵は、日本画壇の重
鎮であった橋本雅

が ほ う

邦の作であるが、何
が描かれているでしょう。

①二輪の牡丹　②二羽のカラス
③シャクナゲ　④二個の柿

問題２　明科廃寺跡は長野県内最古の寺
院跡の一つと考えられているが、ここ
が寺院跡と考えられている理由はどれ
でしょう。

①建物の跡などから軒丸瓦や布目瓦が
大量に出土した。

②溝で区画された中に古代の墓の跡が
たくさん見つかった。

③溝の中から寺の名前を記した木簡が
出土した。

④建物の跡から奈良時代の仏像が出土
した。

問題３　「哲学に老年というものはなかろ
う、目が開かれたそこからいつも新し
い歩みが始まる」と言った三郷・野沢
出身の哲学者は誰でしょう。

①清沢洌
きよし

　②務台理作
③西田幾多郎　④内村鑑三

問題４　堀金出身の臥
が う ん

雲辰
た っ ち

致が発明し、
第１回内国勧業博覧会で最高の栄誉の
賞である鳳

ほうもんしょうはい

紋賞牌を受賞した発明品は
どれでしょう。

①七桁計算機　②土地測量機
③ガラ紡機　　④尺度画線機

皆さんも腕試ししてみてください。
答えは今月号 31 ページ

臥雲辰致


